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極東固有亜科：ヤマトイシノミモドキ類の配偶行動（昆虫綱・イシノミ目・イシノミ科）
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　陸上進出を果たし大繁栄を遂げた昆虫類のなかで、そ
のほとんど（99％）を占めるまでに発展した有翅昆虫類
は、交尾器を結合させて精子あるいは精包を受け渡す「交
尾」という配偶法を獲得した。交尾を獲得していない原
始的な「無翅昆虫類」（カマアシムシ目、トビムシ目、
コムシ目、イシノミ目、シミ目）の多くは湿潤な環境の
みを生活圏とせざるをえず、基物などに置かれた精包を
雌が回収することで、精子の受渡しを行っている。外顎
類の最原始系統群であるイシノミ目では、より確実に精
包が受渡せるよう、雌雄の協調によるダンスを伴った配
偶行動が発達した。精包の受渡しには、1）オスが自身
で張った糸上に精包を置きメスがそれを産卵管で回収す
る（ほとんどのイシノミ科）、2）オスが産卵管上に直接
精包を置く（イシノミ科ヤマトイシノミ亜科の Petrobius
属）、3）基物上に置かれた精包をメスが産卵管で回収す
る（ミナミイシノミ科）という 3タイプが知られている
（Sturm and Machida 2001）。
　イシノミ科ヤマトイシノミモドキ亜科は日本およびロ
シア沿海州の岩礁のみに分布するイシノミ類である。オ
スが特殊化した第 9腹節基節板（基節板 IX）、腹刺（腹
刺 IX）と外部生殖器（陰茎、パラメラ）をもつことから、
配偶行動の際にこれらの特殊化した構造を用いてメスの
産卵管を把握するのではと推測されていた（Sturm and 
Machida 2001; Klass and Matushkina 2018）。 し か し、
これは標本の外部形態の特徴から推測されたものであ
り、本亜科の配偶行動の実際は検討されてこなかった。
そこで、私たちは本亜科の配偶行動の理解を目指し、ヤ
マトイシノミモドキ属の未同定種 Petrobiellus sp.を材料
として、自作した動画撮影機材を用いて配偶行動を詳細
に検討した。

　ヤマトイシノミモドキ属の未同定種の配偶行動は、予
備的段階ではあるが、以下のようにまとめられそうであ
る。1）まず、オスが小顎鬚を用いてメス胸部を把握、2）
その後、オスは陰茎の先端部、左右の基節板 IXと腹刺
IXの関節部の 3点で産卵管基部を保持、3）そして、産
卵管を把握している陰茎先端部から現れた精包が産卵管
上に置かれるが、4）その精包はすぐに潰れ、溢れ出た
精子は産卵管の 4片の陰具片の間から産卵管内腔に流れ
込み移精が完了、5）オス、メスは即座に相離れて配偶
行動は終了する。
　今回、ヤマトイシノミモドキ属の未同定種の配偶行動
の詳細な観察により、ヤマトイシノミモドキ亜科の配偶
が、オスの陰茎、基節板 IXおよび腹刺 IXを用いたメス
の産卵管の保持により行われることが、予備的ではある
が、初めて確認されたことになる。イシノミ目の第 4の
配偶様式である。このような雌雄の交尾器を直接合わせ
る配偶行動は、交尾を伴わない精子の受渡しが一般的で
ある「無翅昆虫類」においては特筆すべき初めての例で
あり、昆虫類が交尾の獲得に至るまでの試行錯誤の一つ
とみなすことができよう。ここで、欧米の岩礁に生息す
る Petrobius属（ヤマトイシノミ亜科）が、ヤマトイシ
ノミモドキ亜科と同様に、オスがメス産卵管上に直接精
包を置くことで移精がなされているとの事実（Sturm 
1978）は興味深い。両群の類似した配偶行動様式は、素
早い精包受渡しが必要な岩礁という特異な環境下で獲得
されたものなのかもしれない。
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